
大津支部
湖南支部

甲賀支部

湖東支部

湖北支部

湖西支部 彦根支部

●優良事業所支部長表彰の実施
●標準的な運賃の届出に関する研修会の開催
●野洲市と「災害時における物資等の輸送に関する
　協定」の締結

●標準的な運賃の届出に関する
　研修会の開催
●親睦ゴルフの開催

●東近江地区交通安全推進会議への
　出席（「連絡調整委員」を継続して受嘱）

●交通安全新年祈願祭の実施
●春と秋の長浜市交通安全パレード・啓発活動に
　「参加団体」として取組み
●労務研修会の開催
●健康に関する研修会の開催
●標準的な運賃の届出に関する研修会の開催

●交通安全新年祈願祭の実施
●新型コロナウイルス感染症対策に
　関する情報交換会の開催

各支部の
取り組み

●高島市総合防災訓練の「参加関係団体」を
　継続して受嘱
●高島市の観光ＰＲラッピングトラックの
　車両の拠出
●合同健康診断の実施

滋賀県トラック協会
第３弾Ｗｅｂドラマ

滋賀県トラック
青年協議会

滋賀県トラック協会 滋賀県トラック
女子部会
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●新名神大津スマートＩＣ（仮称）利活用等地域活性化委員会の
　「委員」を継続して受嘱
●大津市総合防災訓練の「参加関係団体」を継続して受嘱
●大地協力会（親睦ゴルフ）の開催
●標準的な運賃の届出に関する研修会の開催



2 0 2 0● は記事掲載
● は事業紹介のみ

4月	 ●春の全国交通安全運動オープニング式・交通安全びわ湖キャラバン隊出発式の開催・・・・ 3
　　	 ●春の全国交通安全運動に係る啓発活動の実施【彦根ＩＣ】

5月	 ●通常総会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
	 ●新型コロナウイルス感染症に係る緊急物資輸送出発式の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
	 ● 交通安全紙芝居贈呈式の開催
　　　　	● 貨物自動車運送事業安全性評価事業(Ｇマーク)申請案内説明会の開催
	 　(全日本トラック協会YouTube)

6月	 ● 滋賀県高速道路交通安全協議会書面総会の開催
	
7月	 ● 夏の交通安全県民運動に係る啓発活動の実施【竜王ＩＣ・彦根ＩＣ】
　　	 ● 運行管理者国家試験事前勉強会の開催

8月	 ● 初任トラック運転者の指導教育研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
	 ● 運行管理者国家試験の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

9月	 ●はい作業主任者技能講習会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
　　　	 ●滋賀県総合防災訓練に参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
　　　	 ●標準的な運賃セミナーの開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
　　　	 ●ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12
	 ●経営者・管理職研修会の開催【健康起因事故防止セミナー～過労死等の根絶を目指して～】・12	 　　　	
　　　	 ●交通事故抑止活動品（ステッカー）贈呈式の開催
　　　	 ●秋の全国交通安全運動に係る啓発活動の実施【彦根ＩＣ・竜王ＩＣ】

	10月	 ●ドライバー研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12
		  ●荷主作業安全ガイドライン講習会の開催
　　　　	 ●引越基本講習の開催
　　　　	 ●引越管理者講習の開催

	11月	 ●議員懇談会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
　　　　	 ●第３弾Ｗｅｂドラマの撮影・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
　　　　	 ●年末の交通安全県民運動啓発活動の実施・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
		  ●ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

12月		 ●第３弾Ｗｅｂドラマの撮影・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
　　　　	 ●物流出前講座の開催【甲南高校、愛知高校】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　　　　	 ●新型コロナウイルス感染症に係る緊急物資輸送の実施

	 1月	 ●初任トラック運転者の指導教育研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
		  ●新年祈願祭の挙行・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
		  ●高年齢労働者に配慮した陸運業のための労働災害防止対策セミナーの開催

	 2月	 ●経営者・管理職研修会の開催【追突事故防止マニュアル活用セミナー】・・・・・・・・・・・ 12		  	
		  ●原価計算セミナーの開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14			 
		  ●新型コロナウイルス感染症に係る緊急物資輸送の実施
　　　　　	 ●運行管理者国家試験事前勉強会の開催

	 3月	 ●運行管理者国家試験の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
		  ●第３弾Ｗｅｂドラマの撮影・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
　　　　　	 ●生命のメッセージ展の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

「いきる」 バス・トラック事故の削減
① 「交通事故削減宣言」と交通事故削減目標の設定

 

「うごく」 交通安全ＰＲ活動・道路環境改善提案活動
① 交通安全びわ湖キャラバン隊の実施
② 道路環境に関する改善の提案

「はたらく」 バス・トラック業界への関心を高めるキャリア教育
① 若年者の雇用増加と若年ドライバー不足の解消（物流出前講座）
② 働きたい女性の雇用増加と女性ドライバーの活躍

「つくる」  エコドライブ・環境啓発の推進
① ドライバー研修会の実施

「まもる」  清掃・植樹事業
① 「琵琶湖森林づくりパートナー協定」の締結

「そなえる」  防災対策の取り組み
①「災害時における人員・物資等の輸送に
　 関する協定書」の締結
② 緊急事態に対応するトラック協会の
　 業務計画等の作成
③ 滋賀県総合防災訓練への参加

「ひろげる」	 “滋賀・琵琶湖”ブランド、	  	 	 	  観光情報の全国発信
① バス・トラックを使用した情報の発信

　滋賀県トラック協会と滋賀県バス協
会が、業界を取り巻く環境をより良く
する目的で協議を重ね、滋賀県とタ
イアップして展開していく７つの事業を
策定しました。そして、平成 27 年４月
９日に、田中 亨会長と滋賀県バス協
会の中村隆司会長から、三日月大造
滋賀県知事に対して提言されました。

滋賀にキラリ輝く
七つ星事業
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滋賀県庁玄関前で出発式を開催

　令和2年４月６日（月）から15日（水）までの
10日間に渡って実施される、令和２年の『春
の全国交通安全運動』の初日となる６日午
前11時から、滋賀県庁正面玄関前で交通
安全びわ湖キャラバン隊の出発式が執り行
われました。
　例年、大勢の出席者を集めてなぎさ公園
で開催されてきた出発式ですが、今年は新
型コロナウイルス感染拡大の影響により規
模を縮小して行われることになりました。

子どもや高齢者の安全確保を最優先に

　開会にあたり、交通事故の犠牲者を悼ん
で１分間の黙祷を捧げた後、滋賀県交通対
策協議会の会長を務める三日月大造滋賀県
知事が挨拶を行いました。冒頭、「新型コロ
ナウイルス対策に尽力いただいている方に心
を寄せ、県としても感染拡大防止などの対
策に万全を期していきたい」としたうえで、「こ
の期間、集中的に事故防止への注意喚起

理事、役員のみが出席して通常総会を開催

　令和２年５月29日（金）、一般社団法人滋
賀県トラック協会と陸上貨物運送事業労働
災害防止協会滋賀県支部、滋賀県トラック
運送事業政治連盟の令和２年度通常総会
が開催されました。
　ようやく収束の兆しが見えてきたとはいえ、
総会開催に当たっては万全の感染防止対策
がとられ、出席者は理事と役員だけで、会員
からは455通の委任状が提出されました。
　開会の挨拶で田中 亨会長は「今年は標準

通常総会

を行い、特に子どもや高齢者そして自転車
の安全により一層力を入れていきたい。ドラ
イバーのみなさんは歩行者とサイクリストに
優しい運転を心がけてほしい。コロナに負
けず一緒にがんばっていきましょう」と訴え
ました。
　また滝澤依子滋賀県警察本部長は、「昨
年は交差点で２名の保育園児が亡くなる痛
ましい事故など、子どもや高齢者が犠牲に
なる事故、あるいは高齢ドライバーによる事
故などが重なりきびしい状況だった。運動
期間中、関係機関や地域のみなさまと力を
合わせて、子どもをはじめとする歩行者の
安全確保、ドライバーへの安全運転指導に

運賃が告知されたが、このような状況下で
荷主さんとの交渉は遅 と々して進んでいな
い。また、協会のほとんどの事業について
も中止や延期、未定となっているが、今後
の状況を見きわめ、みなさんと協議しながら
進めていきたい」と述べました。
第361回理事会で田中会長を再選

　そして、甲斐切稔副会長を議長に選出し
た後、「令和元年度事業報告及び収支決算
報告の承認」「令和２年度入会金の額及び
納入方法（案）」「令和２年度会費の額及び納
入方法（案）」「令和２年度事業計画及び収支
予算書（報告）」について説明・審議を行い、
いずれも拍手をもって承認されました。
　第５号議案の「役員の選任について」は、
新役員候補が承認され、続いて開かれた第
361回理事会において田中会長が再選され、
外村善一、甲斐切稔、中西 栄、松田直樹

取り組むほか、悪質な交通違反の取締を強
力に進めていきたい」と決意を込めて挨拶
を行いました。
事故ゼロへの誓いを胸に琵琶湖一周に出発

　キャラバン隊の出発に際し、県民を代表
してトラックドライバーの株式会社カロカ急
配の清水美幸さんと、甲西陸運株式会社の
宮島 渉さんが、三日月知事の前で交通安
全宣言を読み上げました。
　二人は宣言の中で、事故のない安心安全
な滋賀をつくるため、「交通安全思想の普及、
交通ルールの厳守とマナーの向上」「ゆとり
と思いやりの気持ちで、子どもと高齢者を
交通事故から守ること」「飲酒運転の根絶」

「シートベルト、チャイルドシートの着用」「環
境への配慮、エコ運転の推進」に取り組ん
でいくことを誓いました。
　そして青空の下、参加者の拍手に見送ら
れて、白バイ隊を先頭にキャラバン隊が琵
琶湖一周を目指し、次 と々出発していきまし
た。

氏が副会長に再選されました。
忘己利他の精神で困難に立ち向かう

　４期目の会長に選任された田中会長は、
「新型コロナウイルスが収束するまで３～４
年はかかるとも言われている。なんとかこ
の難局を切り抜けるのがわれわれの責務で
あり、そのためのメンバーが今日選ばれた
理事役員である。みなさんには忘己利他の
精神で会員のために頑張っていただきたい」
と挨拶を行いました。
　そして、中西 栄副会長が「コロナ禍の中、
誹謗中傷からドライバーや家族を守るため、
いち早く動画を作ってテレビで放映を始める
など、田中会長のもとすぐ行動するというこ
とをモットーにやってきた。新理事のみなさ
んにも、迅速に行動し課題を解決できるよ
う協力をお願いしたい」と挨拶して、通常
総会を無事閉会しました。

5月

4月

5月

田中会長を再選
ともに難局を乗り切ることを誓う

『春の全国交通安全運動』スタート
安全運転・事故ゼロを誓いキャラバン隊が出発

　感染拡大によって社会生活や経済活動にさまざまな影
響が広がる中、滋賀県が生活に困窮する学生等に近江米
などの食料品を無償提供したり、医療現場を支えるマスク
や医療用ガウン等の衛生用品を各施設へ配送することに
なり、滋賀県トラック協会に協力要請がありました。
　これを受けて、令和２年５月26日（火）、滋賀県庁危機
管理センター前において、『新型コロナウイルス感染症対
策にかかる支援物資配送トラック出発式』が執り行われま
した。
　午前９時に始まった出発式では、まず三日月大造滋賀
県知事が挨拶を行い、「自粛期間中、物が届かないと私た
ちは生きていけないことを実感することとなったが、その大
切な物流を担っていただいているみなさんに敬意と感謝を
伝えたい。そしてドライバーのみなさんには道中気をつけ
て配送をお願いしたい」と、ドライバーに感謝の気持ちを
伝えました。
　また、田中 亨会長は、「物流は人の体に例えると血液の
ようなもので、あらゆる経済活動を支える基幹産業とも言

われている。感染リスクの中、全国百数十万人のドライバ
ーは、暮らしを支えているということを誇りに頑張っている。
大学生や医療に従事するみなさんのために、安全第一で
配送にあたってほしい」とドライバーを激励しました。
　そして、支援物資を積んだ株式会社外村物流運輸、甲
西陸運株式会社、湖南運輸株式会社のトラックが、関係
者の拍手に送られて県庁を出発して行きました。26日は県
内13の大学へ、27日には県内17の医療機関と医師会へ、
2,000袋の近江米や７万枚の防護服、３万個のフェイスシ
ールドなどが届けられました。
　式典の後、記者から質問を受けた三日月知事は、「物
資輸送についてトラック協会から快くご支援をいただけたこ
とは本当にありがたい。各々の持てる力でご協力いただく
ことを、再生への糧としていきたい」と述べました。また、
田中会長は、「業界も市場規模が小さくなっていて、先の
見えない状況ではあるが、必ず収束することを信じて頑張
っていきたい」と、再生への決意を新たにしました。

新型コロナウイルス対策支援物資の配送に協力
配送トラック出発式を実施
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9月

9月 8月

8月

3月

1月

はい作業主任者の資格認定
　令和2年９月15日（火）～ 16日（水）、滋賀県トラック総合
会館にて、はい作業主任者技能講習会を開催しました。
　はい作業主任者は、労働安全衛生法第14条ならびに
その他省令で定めるところにより、高さ２メートル以上の
はい（倉庫・上屋又は土場に積み重ねられた荷）のはい
付け、はいくずし（荷積み・荷卸し）作業には、フォーク
リフト荷役運搬機械等の運転者のみによって行われる場
合を除き、選任しなければなりません。
　会員事業者に限らず非会員の一般貨物自動車運送事
業者の他、他業界の事業者からも多数の受講者が見ら
れました。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置と
しまして、受講者を７０名定員を設け、講習会会場が密
にならないように配慮して、検温や除菌を徹底した上で
の講習会となりました。

　公益財団法人運行管理者試験センターは、運行管理者
国家試験を令和２年８月２３日（日）及び令和３年３月７日（日）
に実施しました。
　運行管理者は、道路運送法及び貨物自動車運送事業
法に基づき、事業用自動車の運転者の乗務割の作成、休
憩・睡眠施設の保守管理、運転者の指導監督、点呼によ
る運転者の疲労・健康状態等の把握や安全運行の指示等、

事業用自動車の運行の安全を
確保するための業務を行います。
その資格を取得するための国家
試験です。
　全都道府県にて上記日程で
同時に実施され、滋賀県の会場
だけでも、延べ８５２名の受験者
が見られました。

　滋賀県トラック協会（適正化事業運営委
員会）では、会員事業者の新任運転者に対
する指導教育が適正に図られますよう、年
間２回、新型コロナウイルス感染症の影響

により１回当たり60名上限定員で、13時間の座学を実施して
います。
　平成29年３月12日、道路交通法の改正により「準中型自動
車免許」が新設されました。それに合わせ、「トラック運送事
業者が運転者に対して行う指導及び監督指針」が改正され、
そのうち、初任運転者に対する指導教育の時間数が、従来
の６時間から座学15時間、実技20時間以上と大幅に時間を
増やして義務づけされました。それに伴い、研修会を開催し
ております。
　本年度は、１回目令和２年８月11日（火）～ 12日（水）に57名
が受講、２回目は令和３年１月18日（月）～ 19日（火）に30名が
受講されました。

　受講生のアンケートから、内容がとてもわかりやすかった、
今後、自社で教育するにあたってテキストが大変役立つと思う、
今後の参考になった等の意見や、今後の初任トラック運転者
への教育で勉強になったなど、非常にご好評頂きました。

　災害の状況は「令和２年９月20日（日）午前７時00分、鈴
鹿西縁断層帯を震源とする大規模地震が発生。東近江地
域で震度７を観測し、建物の崩壊、火災発生、液状化の
発生、ガス・水道・電気・電話等ライフライン施設、鉄道、
道路、堤防の破損等があり、多数の死傷者が発生した。
　また、折からの大雨で河川は増水しており、一部地域で
は氾濫が生じている。
　なお、一時収束をみせていた新型コロナウイルス感染
症は、感染者数の増加等まん延傾向をみせ、現在、県は
特別警戒ステージとして感染拡大防止対策を実施中であ
る。」との設定で、滋賀県総合防災訓練を実施しました。

　滋賀県トラック協会では守山市にある同協会に「対策本
部」を設置するとともに、既に関西広域連合から守山市
内のセンコー株式会社京滋主管支店の倉庫に備蓄してい
る「段ボールベット」、「段ボールパーテーション」、「毛布」、

「新型コロナウイルス対応マスク」等を輸送すべく、滋賀
県災害対策本部内にトラック協会職員を派遣し、同災対
本部内に「輸送調整所」を設置したうえ、トラック協会職
員からトラック運転手に前記物資の荷積みや陸路ルートと
陸自のヘリコプターを利用した空路コースの２コースの設
定及び輸送指示等の訓練に参加しました。

　災害救援物資の荷積みと輸送の訓練では、本番さなが
らにセンコー株式会社京滋主管支店の備蓄倉庫から救援
物資を13トントラック２台に荷積みを行い、１台は陸路コー
スで「段ボールベット」「段ボールパーテーション」を積込み、
避難所である東近江市内の「布引運動公園体育館」に直
接輸送しました。のこり１台は空路コースに従事し「毛布」、

「新型コロナウイルス対応マスク」を大津市内の陸上自衛
隊大津駐屯地まで輸送し、その後陸上自衛隊のヘリコプタ
ーに積み替えて、空路により、避難所である「布引運動公
園体育館」に輸送する訓練に従事しました。

　また、避難所に通じる道路が地震により寸断されたとい
う想定のもと、トラックとの情報伝達訓練も行い、「輸送調
整所」が指示する通行可能なルートを設定して輸送にあた
るなど「輸送調整所」との連益を重視した訓練を行いまし
た。
　今回は新型コロナウイルス感染症特別警戒ステージの
状況下の訓練であり、マスク、手袋、フェースシールドな
どを活用して、より実践的な訓練を行いました。

　滋賀県トラック協会の田中 亨会長は避難所の視察に訪
れた三日月知事に協会の防災対策などの取組みを説明す
るとともに、更なる協力を求めました。

「初任トラック運転者の指導教育研修会」の開催

運行管理者国家試験の実施はい作業主任者技能講習会を開催

滋賀県総合防災訓練令和２年度

運行管理者国家試験事前勉強会の様子
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「議員懇談会」を開催

５名の滋賀県選出議員を招き意見を交換

　滋賀県トラック協会（滋賀県トラック運送事業政治連盟）
は、令和２年11月28日（土）東近江市において、令和２年
度「議員懇談会」を開催しました。
　当日は、滋賀県選出の衆議院議員大岡敏孝先生、上
野賢一郎先生、武村展英先生、小寺裕雄先生、参議院
議員小鑓隆史先生の５名が出席、当協会（連盟）から田
中 亨会長はじめ執行部と全日本トラック協会から松崎宏
則常務理事が出席しました。
　冒頭、田中会長から「平素、先生方には格別のご指導
ご鞭撻をいただき感謝している。現在のコロナ禍、当業
界は甚大な減収減益の被害を受けている。そうした中で、
一昨年末の貨物自動車運送事業法の一部改正の一つと
なる「標準的な運賃」が今年４月に告示され、コロナ禍で
はあるが荷主企業に周知していく必要がある。本日は業
界の人手不足や働き方改革への対応、名神名阪高速道
路、国道１号線・８号線バイパス、新名神高速道路等の
道路整備の促進といった諸課題解決についても忌憚のな
い意見交換をお願いしたい。滋賀県ほど協会と地元国
会議員が緊密に連携し課題解決に取り組んでいる県はな
い、と言われているのでよろしくお願いしたい」と挨拶し
ました。

松崎常務理事が業界の現状と課題などを説明

　続いて松崎常務理事から「トラック運送業界の現状と課
題」と「令和３年度税制改正・予算に関する最重点要望
事項」について、新型コロナウイルスの業界への影響と
コロナウイルスに係る要望事項、道路整備に係る要望事

項、貨物自動車運送事業法一部改正による「標準的な運
賃」の荷主企業への広報について、また高速道路料金
等の引下げと大口・多頻度割引の実質50％以上の割引
の適用等、高速道路の休憩・休息施設及び中継物流拠
点の整備・拡充等について詳しく説明が行われました。
　また、全ト協坂本会長メモ「物流の基盤整備」として、
高速道路の多頻度利用者の割引拡充、エッセンシャルワ
ーカーとしての緑ナンバーの割引拡大、物流の基盤整備
と高速道路網の拡充について会長自身の考え方につい
て松崎常務から紹介されました。

さまざまな課題について活発に意見・情報交換

　これを受けて、各議員は「趣旨を理解できた。積極的
に関係省庁に話を進めていきたい」「道路整備には今年
度15兆円の予算が付いている」「名神高速道路の黒丸Ｐ
Ａ内にスマートインターチェンジの建設が決まった」「１号
線バイパス、８号線バイパスについても早急に進めていき
たい」と述べられました。
　また、物流のグリーン化（モーダルシフト）の鉄道、船（国
際物流のダブルナンバーも含め）を活用した取組みについ
て、高速料金については例えば、「混んでいる時間は高く、
空いている時間は安くなどＡＩを使えばもっと安くなる」「国
土強靭化の予算も使い名神名阪連絡道路を災害道路と
して建設に向け進めていきたい」「コロナ対策として営業
用バスのドライバーをその間、運送事業者のドライバーに
出向できないか」等々活発な意見・情報交換が行われま
した。
　最後に、田中会長が「本日の懇談会は大変有意義で
あった、これからもこのような有意義な場を継続的に設け
情報交換をお願いしたい」と結び閉会となりました。

9月 11月

標準的な運賃普及
セミナーの開催

　本年度４月に「標準的な運賃」が告示されました。
　これは貨物運送事業者の荷主に対する交渉力が弱
いことや、令和６年４月からトラックドライバーの
時間外労働の限度が年間960時間となることを踏ま
え、労働条件を改善し、貨物運送事業がその機能を
持続的に維持していくために告示されたものになり
ます。
　適正化事業運営委員会では、公益社団法人全日本
トラック協会との共催により、この度の「標準的な
運賃」の考え方やその適用方法等について「標準的
な運賃普及セミナー」を令和2年９月25日（金）に新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点から午前午後
の２回に分けて開催致しました。
　告示概要については近畿運輸局滋賀運輸支局の運
輸企画専門官である喜多畑敦嗣様にご講義頂き、告
示内容及び活用方法については株式会社日通総合研
究所取締役の大島弘明様にご講義頂きました。
　午前の部は51名、午後の部は40名が受講されまし
た。
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3月12月11月

「届けたい想い　ありがとう。」

　単身赴任をしている家族の物語。新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴い、息子の誕生日に帰って来る事ができなくなってしまったお
父さん。それでも、息子を想う気持ちを運んだのは、自宅へ送った誕
生日プレゼントでした。そして、その気持ちに応えるかのように、息子
からはお父さんへ、家族が描かれた絵を送るのでした。

「思いやるこころ　ありがとう。」

　スーパーの店員として働く妻とトラックドライバーとして働く夫のある一日。それぞれ尊敬し
合い、互いに仕事に誇りを持っています。しかしある日、夫婦ともに新型コロナウイルス感
染症の言われ無き誹謗中傷を受けて辛い思いをするものの、その時、思い浮かべる言葉は

「物流が止まれば経済が止まる。人 の々生活を支えているのは俺たちや！」の言葉でした。

「やさしくなれる魔法の言葉　ありがとう。」

　トラックドライバーとして働く渚心。忙しい仕事
に少し自分を見失いかけていて、それを救ったのは、

「ありがとう」の言葉でした。ある家の引越しのお
手伝いをしていると、一冊の絵本がありました。
　その絵本は、渚心が幼い頃によく、おばあちゃ
んから読み聞かせられた絵本と同じものでした。そ
の絵本が“感謝することを忘れたらあかんよ！”や“あ
りがとうは心を優しくしてくれる”事を思い出させてく
れました。渚心は、その絵本のおかげで自分を見
失う事なく、今日もトラックを運転しています。

裏表紙のＱＲコードですぐ
視聴頂けます！
人から人へ　手から手へ
伝わるぬくもり“ありがとう”

今日もトラックは、走り続けます。

第３弾Ｗｅｂドラマは、本誌「おうみ路」の
裏表紙のＱＲコードですぐにご視聴頂けます！

Webドラマを製作しました！
第３弾

　滋賀県トラック協会は、第３弾Ｗｅｂドラマを製作しました。

　今作は新型コロナウイルス感染症の状況下での撮影になったため、

三密となるシーンを避けるために、短編エピソードが３本立てのオムニバス形式となりました。

　各エピソードに共通したテーマは、「ありがとう」。

新型コロナウイルス感染症の状況下でも、物流の仕事は人々の暮らしを支え、またトラックは今日も走り続けています。

本ドラマの出演者並びに撮影場所、トラックは滋賀県トラック協会会員事業者のご協力のもと、撮影致しました。

本ドラマは、滋賀県トラック協会会員事業者を中心とした

        実際に運送に携わっておられている方々のご協力のもと、手作りで撮影しました。

エピソード①

エピソード③

エピソード②
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年末の交通安全県民運動
啓発活動

ドライバーの交通安全意識の高揚及び運転スキル向上を目的として

「ドライバー研修会」を開催

今年１年間を通じて、
交通安全及び商売繁盛、
業務繁栄を祈願

交通安全の意識向上から、
健康起因事故と追突事故の防止を目指して

11月

1月

経営者・管理職研修会

　滋賀県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、県民総ぐる
みで年末の交通事故防止のために次の活動を実施しました。

　令和2年１１月３０日（月）１０：３０～１３：００　
滋賀県高速道路交通警察隊（栗東市）

（滋賀県高速道路交通安全協議会のメンバーによる啓発活動を実施）

　交通安全旗を掲げ、啓発活動を実施しました。
　啓発活動では、高速道路の交通安全ソングをGINRARA（ギ
ンララ）の２名が歌い、ドライバーへ交通安全を呼びかけました。

　令和3年１月８日（金）近江神宮において毎年恒例の新年祈
願祭が執り行われました。
　今年は新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置としまし
て、滋賀県トラック協会を代表して田中 亨会長をはじめ、副会
長、専務理事、安全環境委員会の正副委員長と、事務局合
わせて10名が参拝し、今年１年間の交通安全並びに商売繁盛、
業務繁栄を祈願しました。

令和３年度の協会運営に向けて

　今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、後日令和
3年１月２５日（月）に第３６７回理事会が開催され、次年度の会
長基本方針及び事業推進施策が決定され、協会の運営方針
や当面する諸問題等について審議が行われました。

　滋賀県トラック協会経営支援委員会では、クレフィール湖東交通安全研
修所において「ドライバー研修会」を開催しました。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で緊急事態宣言の発令によ
り、令和２年９月２６日（土）特別コース、１０月２４日（土）大型コース、１１月
７日（土）通常コースの合計３回の開催のみとなりました。
　体操や日常点検から始まり、濡れた路面でのフルブレーキ、危機回避
等の基礎から学べる通常コース、またその内容を大型車で学べる大型コー
ス、交通事故について重点を置き、事故惹起者へ実施しなければならな
い特別教育に置き換えられる特別コース、日常点検やレクチャー、タイヤ
の空気圧により燃費の向上を体験できるエコドライブコースがあります。
　３回開催した結果、合計５８名の出席者をもって、ドライバーの資質向上
へ寄与しました。

交通事故を未然に防いで、会員事業者の経営を支援する

　一般社団法人滋賀県トラック協会の経営支援委員会では、
公益社団法人全日本トラック協会との共催で、会員事業者の
経営者・管理職を対象とした「経営者・管理職研修会」を開
催しました。テーマは、健康起因事故と追突事故の防止でした。
研修会は２回開催し、参加者は延べ63名となりました。

１つ目のテーマは、健康起因事故の防止について
　第１回研修会は「健康起因事故防止セミナー～過労死等の
根絶を目指して～」、第２回研修会は「追突事故防止マニュア
ル活用セミナー」をテーマとして開催しました。
　「健康起因事故防止セミナー～過労死等の根絶を目指して
～」では、SOMPOリスクマネジメント株式会社から講師を招き、
近年、話題になっている健康起因事故の防止からドライバーの
健康維持に加え、過労死等の根絶を目指した講演が行われま
した。
　グループディスカッションでは、各社の従業員の健康管理を保
つための取組みについて積極的な意見交換が行われ、健康診断
からその結果等、幅広いテーマで議論が交わされました。
　ドライバーの健康状態は直接トラックの運転に影響し、ひい

ては会社の運行を左右するため、出席者からは積極的な質問
が出されました。

２つ目のテーマは、追突事故の防止について
　「追突事故防止マニュアル活用セミナー」では、追突事故を
未然に防いだヒヤリハットの動画を視聴し、実際に出席者へど
の部分に危険が潜んでいるか、またどのようにすれば危険を
未然に防ぐか、というポイントが事故防止には非常に大切だと
説明されました。
　グループディスカッションでは、各社の交通事故防止に向け
た取組みについて積極的な意見交換がなされた後、各々の発
言を進めつつ議論し、各社の取組みをより良くするヒントとなり
ました。
　先進的な取組みをされている
会員事業者は、グループを代表
して発表頂きまして、グループを
越えて積極的な意見交換の場と
なりました。

9月 10月 11月

2月9月
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「物流出前講座」 で説明しました！

12月 2月

3月

若い人手を確保する
　滋賀にキラリ輝く七つ星事業「はたらく」の１つ「トラック
業界の関心を高めるキャリア教育」にかかる事業の一環と
して、優秀な若手の人材確保を目的として、平成27年度か
らの継続事業で６年目になります。

当業界の魅力を、学生に伝える
　令和2年12月16日（水）甲南高校では、２年生全員116名
を対象に開催しました。
　毎朝、検温を行い学生の体調の管理を含め新型コロナウ
イルス感染症対策を実施されており、また会場に多数の学
生が集まることを踏まえて、常に換気を行った上で開催しま
した。講座をしっかり受講するだけではなく、授業が始まる
前と終わった後に起立整列を行い、当講座開催に対する感
謝の挨拶、時間の厳守や正しい態度態度まで、しっかりと
学ばれていました。

　令和2年12月17日（木）愛知高校では、２年生業界就職希
望者16名を対象として、開催しました。新型コロナウイルス
感染症対策としまして、講師を含め３名での講座運営、ま
た業界の説明を行いました。学生自身が就職するにあたって、
自ら希望する業界を選択するというスタンスで行いました。

ドラマで学生に興味を持たせ、
業界の事を知ってもらう

　当講座は田中 亨会長等の挨拶から始まり、各支部支部
長又は経営支援委員長、各支部経営支援委員を中心に講
師を務め、当業界の説明だけでなくドラマの再生を交えて、
事業用自動車や免許制度等も含め、学生目線でわかりやす
い講座を展開しました。またドラマを再生しながら当業界を
説明していますので、学生に興味を持たせることで、当業界
を知ってもらうきっかけにもなりました。

受講した学生は年々、増加
　受講した学生数は、27年度から開催し、延べ27校で
2,921名となりました。
　アンケートを通じて学生からは、「滋賀県では、運送会社
の数はコンビニエンスストアの店舗数よりも多くて驚いた」や

「女性でも活躍できる！」、「ドライバーの両親を誇りに思う」、
「ナンバープレートの色の違いは、今まで知らなかった」、「将
来の仕事の選択肢の１つとなった」、「この機会に、詳しく知
る事ができて良かった」、「かっこ良いドライバーに憧れる、私
もドライバーになりたい」といった声も、実際に届きました。

原価計算セミナーの開催

生命のメッセージ展を開催しました！

　適正化事業運営委員会では、公益社団法人全日本トラック協会との共
催により、貨物運送事業を持続的かつ収益力のある産業として発展させて
いくことを目的に「原価計算セミナー」を令和3年２月17日（水）に開催致しま
した。
　日本ＰＭＩコンサルティング株式会社代表取締役・税理士の小坂真弘様

を講師としてお招きし、特に本年度は４月に告示
されました「標準的な運賃」の考え方やその適用
方法を踏まえた原価計算方法や運賃表活用方法
についてご講義頂きました。
　経営者、管理者、経理担当者等の様々な役職
の方39名が受講され、アンケート結果からは「わ
かりやすかった」「役に立った」等ご好評の声が多
く、「原価の把握に活用したい」「コストの見直しに
活用したい」等の前向きなご意見を頂きました。

　令和3年3月13日（土）に滋賀県トラック総合会館「大ホール」
にて、滋賀県トラック協会の安全環境委員会が主催で「生命（い
のち）のメッセージ展」を開催しました。
　「生命のメッセージ展」は、犯罪や交通事故等で生命を奪わ
れた犠牲者を等身大の人型パネルに見立て「メッセンジャー」
と呼び、本人の写真や家族の言葉を貼り、足元には「生きた証」
である靴を置いて、いのちの大切さを訴えます。
　当日は、交通事故で家族３人が亡くなられたメッセンジャー
や６歳の男児のメッセンジャーなど30のメッセンジャーが展示
されました。
　また会場入り口では、赤い大きな毛糸玉が置かれ、60名もの
参加者が入場の際に手渡された赤い毛糸を毛糸玉に結び、人の
つながりを誓いました。
　子ども連れの参加者も見られ、見学された方からは「心に強
く突き刺さった。交通安全の重要さが改めて認識しました」な
どの声が聞かれました。
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